
― 43 ―

広島大学大学院教育学研究科紀要　　第二部　第58号　2009　43－52

日中韓における社会系教科教育課程の構造とその特質
―初等カリキュラムの比較を通して―

蔡　　　秋　英
（2009年10月６日受理）

The Essential Qualities Designing Social Studies’ Curriculums
 in Japan, China, and South Korea:

Comparing the Curriculum in Elementary Education
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Abstract: Today, Citizenship education is emphasized strongly in East-Asia. It is also 
centered on social studies. In this article, it is aimed to inquiry of the essential qualities 
designing social studies’ curriculums in Japan, China, and South Korea where are 
represented nations in East Asia. I, therefore, analysis and compare the aims, scopes, 
sequences, and approaches of teaching three curriculums; Curriculum Guideline (2008) of 
elementary in Japan, Curriculum Standard of China (2001), and Curriculum Standard of 
South Korea (2009). Result of the analysis, each curriculums are designed characteristically 
on the aims, scopes, sequences.
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Ⅰ．問題の所在

　現在，ヨーロッパの国やアメリカでは，激しく変化
している21世紀の社会に対応できる社会の構成員とし
て，公共生活に責任を果たして自ら考え行動しようと
する公民を育成するためにシティズンシップ教育の重
要性に目を向けようとしている。これは，東アジアの
国や地域においても例外ではない。そこで，学校教育
において小 ･ 中 ･ 高校の各教科カリキュラムの改訂が
世界的な規模で盛んに行われている。その中で，社会
系教科はシティズンシップ教育を行う中心的役割を果
たしている。では，東アジアの国や地域で，シティズ
ンシップ教育のための社会系教科教育課程はどのよう
な特質を持っているのか。本研究では，このような問
題意識に基づいて，東アジア地域の主な国である日本
と中国及び韓国に限定して，小学校に焦点を当てて，

最新の初等社会系教科教育課程の比較を行う。そして，
比較を通してそれぞれの国の社会系教科教育課程の構
造と特質を明らかにしていきたい。
　本研究で取り上げる最新の初等社会系教科教育課程
は，日本の場合，文部省告示の「小学校学習指導要領

（社会編）」（2008年３月）であり，中国の場合，教育
部告示の「全日制義務教育品徳与社会課程標準（実験
稿）」（2002年６月）であり，韓国の場合，教育科学技
術部告示の「社会科教育課程」（2007年４月）である。
これらは，日本の場合，平成11年版学習指導要領を改
訂して平成20年３月に告示した新学習指導要領1）であ
り，中国の場合，2001年から始まった基礎教育課程改
革により，元の「社会」科と「思想品徳」科が統合さ
れ新しく生まれた教科「品徳と社会」の課程標準2）で
あり，韓国の場合，1997年の第７次教育課程を改訂し，
2007年に告示された改訂社会科教育課程3）である。
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　日本，中国と韓国の学校教育制度は形式上ほぼ同じ
であり，初等カリキュラム，またそれを組む基準は国
定となっている。それが，スタイルは多少の違いが見
られるが，それぞれの網羅する中身としては，全体目
標，或いは各学年や単元の目標とその内容，そして内
容の取り扱いなど，ほぼ同じである。
　そのため，以下では主にそれぞれの国の初等社会系
教科4）教育課程の全体構造，教科目標，内容，学習方
法についての比較を行っていきたい。

Ⅱ．日中韓の社会系教科教育課程の構造

１．日中韓の社会系教科の構造
　まず，日中韓の社会系教科の構造を示したのが図１
の通りである。
　図１に示すように，３つの国の小学校社会系教科（網
掛け部分）は小学校６年制という学校教育制度の下で，

第１～２学年では「生活」，第３～６学年では「社会」
の系統として設置されていることがわかる。しかし，
日本と韓国の場合，「生活」と「社会」は「道徳（韓
国の場合は「正しい生活」）と併置構造として設置さ
れているのに対して，中国の場合，「品徳（道徳）と
社会」のように融合された構造として設置されている
ことがうかがえる。
　また，その年間総授業時間数から見ると，中国の場
合は，「道徳」と「社会」という２つの領域が融合さ
れていながらも，日本や韓国より少ないことが読み取
れる。それ以外，日本の場合は学年が上がることによっ
て授業時間数を少しずつ増やしていることがわかる。
　次に，日中韓の初等社会系教科教育課程の全体構造
を示すと次頁の表１のとおりである。
　表１から見られるように，日本の場合，教科目標，
各学年の目標と内容（目標，内容，内容の取り扱い），
指導計画の作成と各学年の内容の取り扱いからなって

注：（1）�中国の場合，高等学校は必修科目のみで，選択科目は略した。韓国の場合，教育課程は国民共通基本教育課程（第１～
10学年）と高等学校選択中心教育課程（第11～12学年）からなっている。後者は，普通教科と専門教科からなってい
るが，ここで示したのは普通教科のみである。

　　（2）網掛け部分は小学校の場合である。
　　（3）（ ）内の数字は年間総時間数である。日本の場合，年間34週を基準とし，１時間数は45分である。中国の場合，年間

35週を基準とし，年間総時間数1050時間の７％～９％であることから計算したものである。１時間数は40分である。
韓国の場合，年間34週を基準とし，１時間数は40分である。

　　　　平成20年告示（小 ･ 中），平成20年（案）（高）学習指導要領（日本），教育部『基礎教育課程改革綱要（試行）』（2001
年）（中国），教育人的資源部 ｢ 初 ･ 中等学校教育課程総論（教育課程資料）」（2007年）（韓国），より筆者作成。

図1　日本 ･中国 ･韓国の社会系教科構造の比較
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　日本の場合，全体目標から見ると，
小学校社会科は社会生活を広い範囲か
らとらえ総合的に理解することを通し
て，公民的資質の基礎を養うことを究
極的な目標としている教科であること
がわかる。各学年の目標を見ると，基
本的に知識・理解，関心・興味・態度，
思考・判断，技能・表現などに関する
目標から構成されている。具体的に，
知識 ･ 理解の面では，身近な地域を中
心として，より高い行政区域までに次
第に拡大していくようになっていると
ともに，地域間と国家間の連携をも重
視している。態度 ･ 価値の面では，地
域の一員としての自覚を持つ，国家や
社会の発展に関心を持つ，先人たちの
努力や寄与を重視し，彼らの仕事の成
果を尊重する，などを重視している。
能力の面では，資料を活用したり，社
会的事象や現象を観察，調査したり，
表現活動を行ったりすることが求めら
れている。それ以外，全体的に見ると
各学年によって異なる目標が系統的，
段階的に示されていることがわかる。
よって，その内容はより明確になって
いる。

いる。また，各学年によって，学習目標と内容を示し，
第３学年と第４学年は学年の区別がないのが特徴であ
る。中国の場合，前言，目標，内容標準，課程の実施
という４つの部分からなっている。韓国の場合，スタ
イルには違いが見られるが，その中身は中国とほぼ類
似していることがうかがえる。また，目標と内容の設
定において，日本では学年別に明確に示されているが，
中国では各学年の指定がなく，一概に分類目標と６つ
の主題からなっている。それに対して，韓国では各学
年の目標は示されておらず，学習内容のみ示されてい
ることがわかる。
　それ以外，韓国の社会科カリキュラムの中身は第３
学年から第10学年までの性格，目標，内容，評価とし
て一貫して示している。これは，日本と中国と違う韓
国の大きな特徴であるといえよう。

２．日中韓の初等社会系教科の目標の構造と特質
　ここでは，日中韓の初等社会系教科教育課程の全体
目標と各学年の目標を取り上げ，それぞれの国の目標
を比較 ･ 分析する。次頁の表２はそれぞれの国の目標
とその構造を示したものである。

表１　日本 ･中国 ･韓国の初等社会系教科教育課程の比較

文部科学省「小学校学習指導要領（社会編）」平成20年（日本），中華人民共和国
教育部「全日制義務教育品徳与社会課程標準（実験稿）」2002年（中国），教育科
学技術部告示第2009-10号【別冊７】「社会科教育課程」2009年（韓国），より筆
者作成。（（ ）の数は項目数である）

　韓国の場合，各学年の目標が示されておらず，全体
目標と領域別の目標からなっている。まず，全体目標
から見ると，小学校社会科は社会生活に必要な知識，
技能などの習得を基礎とし，様々な社会的事象や現象
を正しく理解し，民主的社会の一員として必要な価値
･ 態度を形成することを通して，民主的市民としての
資質を育成する教科であることがうかがえる。次に，
領域別の目標をみると，知識の面では，歴史，地理及
び社会科学の概念と原理，現代の社会問題と論争問題
にかかわる知識，未来社会に関する知識などの習得を
重視している。能力の面では，調査，見学，観察，資
料活用などを基礎とした探求力，思考力，問題解決力，
情報の活用能力，意思決定力の育成を重視している。
価値 ･ 態度の面では，人権の尊著，自由 , 平等，社会
の正義，参加，責任感，義務などが含まれている。ま
た，社会問題に関心を持ち，民主的国家の発展に寄与
しようとする態度をも重視している。
  中国の場合，各学年の目標は指定されていない。そ
の全体目標から見ると，「品徳と社会」科は子どもの
社会生活を基礎として，良好な道徳的資質の形成と社
会性の発展をともに促す総合的教科であることがわか
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表２　日本 ･韓国 ･中国の初等社会系教科の目標の比較

文部科学省 ｢ 小学校学習指導要領（社会編）」平成20年（日本），中華人民共和国教育部「全日制義務教育品徳与社会課程標準
（実験稿）」2002年（中国），教育科学技術部告示第2009-10号【別冊７】「社会科教育課程」2009年（韓国），より筆者作成。（括
弧内の部分は筆者による）



日中韓における社会系教科教育課程の構造とその特質―初等カリキュラムの比較を通して―

― 47 ―

１．歴史 ･地理 ･一般社会領域の比較
　表３から見ると，日本の場合，第３・４学年では自
分たちが住んである地域社会の事象や現象についての
理解，地域社会の生活変化や人々の生活様子などの理
解を深めるような地域学習を中心に歴史，地理，一般
社会領域を統合しようとしている，第５学年では日本
の地理的環境を「面」として理解させた後，国土に見
られる主な産業や社会の様子などを「点」として具体
的に調べながら理解するような地理と社会領域を中心
とした内容となっている，第６学年では日本の歴史と
政治の働き及び日本とつながりが深い国の人々の生活
の様子など国際理解に関する内容を取り扱って，歴史
領域と一般社会領域を中心としている，構造となって
いる。このような内容構成によって，日本の社会科は
小学校４年間にわたり地理領域と歴史領域の一貫性が
欠如していると考えられる。
　韓国の場合，第３学年では「私が生活している所」
を中心とした地域学習であるが，その「所」の中の生
活変化や文化，中心地，市場，交通と通信などを総合
的に取り上げ，歴史，地理，一般社会の領域を完全に
統合しようとしている，第４学年では子どもの生活空
間を地域社会に拡大させ，地域の自然環境や生活の様
子，地域の政治や経済生活における一般的なテーマを
取り扱い，地理と一般社会の領域を適切に配置しよう
としている，第５学年では１年間にわたって韓国史の
みを学習する分科的編成となって，時系列の流れの中
で学習するようにし，世界文明史に関する内容をも導
入している，第６学年では子どもの生活空間の範囲を
国家と世界に拡大させ，韓国の国土と環境，政治，経
済，自然と文化，社会の変動に関する内容から構成さ
れ，地理領域と一般社会領域を適切に配置しようとし
ている。このような内容構成により，時間，空間，社
会を有機的に統合させながら社会認識を追求する社会
科の性格が歪んでいるといえよう。
　中国の場合，各学年の内容指定もなく，それに対応
する解説もない。内容は，子どもたちの社会生活を手
がかりに，次第に拡大している生活領域（個人，家庭，
学校，地域社会，祖国，世界）を「面」とし，社会生
活の諸要素（社会環境，社会活動，社会関係など）を

「点」として，「面」と「点」の相互的な結合を重視し
ている構造となっている。そして，内容の選定におい
て，第３･ ４学年では個人，家庭，学校，地域社会の
領域を中心に，第５･ ６学年では祖国と世界の領域を
中心に内容を取り扱うことが求められている。各学年
ではすべての「面」の中で「点」を取り扱うよう，歴
史，地理，一般社会領域の統合を強調している。しか
し，内容標準の記述からみると，「故郷の自然環境と

る。さらに，全体目標は具体化され，感情 ･ 態度 ･ 価
値観，能力及び知識という３つの目標に分類されてい
る。これらの目標からみると，中国では命，愛国主義
と民族精神，伝統的な美徳，倫理道徳，国情（国家の
事情や状況），法，国際理解，多元文化などに関する
教育を通して，子どもたちの感情 ･ 態度 ･ 価値観を発
展させようとしていることがわかる。また，能力の面
では，良好な行為習慣及び社会を観察し，認識するこ
とを通して，社会生活に適応する能力の育成を重視し
ている。それによって，子どもたちの社会性の発展を
促そうとしている。知識の面では，社会，経済，歴史，
地理，社会常識などに関する知識が幅広く取り扱われ
ていることが読み取れる。ここからも社会生活を総合
的に理解する総合的教科としての特徴がみられる。
　しかしながら，「品徳と社会は学校教育で道徳教育を
行う主な教科としての役割を果たしている５）」と指摘
されている。このことから，他の両国と比べてみると，
中国の場合，国家イデオロギーの影響下で，社会が求
めている公民として必要な社会認識，社会参加に関わ
る諸能力及び批判的思考能力，問題解決能力などの育
成よりも，良好な行為習慣の形成と健全な心理的資質
の育成，基本的な道徳観，価値観，道徳的価値能力の
育成のほうがより強調されていることがうかがえる。
　これに対して，日本と韓国では，日々激しくなって
いる社会の変化に対応させるために，人類の文化や社
会問題，社会的事象などを内容領域として，子どもた
ちの社会認識，社会的責任感及び社会問題解決能力の
育成をより重視していると考えられる。
　以上でわかるように，３つの国の目標を全体的にみ
ると，知識 ･ 理解，能力，態度 ･ 価値という３つの目
標を統一させて，最終的には社会認識を通して公民（市
民）的資質を育成しようとする点は共通していると考
えられる。しかし，その具体的な目標の内容からみる
と，求められている公民（市民）的資質の中身は，各
国のシステムや意識形態によって多少違いを見せてい
ることがうかがえる。

Ⅲ．日中韓の初等社会系教科の内容構成

　ここでは，日中韓の初等社会系教科教育課程の内容
を，地理領域，歴史領域，一般社会領域，道徳領域と
いう４つの領域に分けて比較を行っていきたい。なお，
次頁の表３は日中韓の歴史 , 地理 , 社会領域における
内容を比較して，その要約を示したものである。表４
は日中韓の道徳領域の内容を要約して示したものであ
る。以下では，歴史 ･ 地理 ･ 社会領域と道徳領域の２
つに分けて，それぞれの内容を比較して行く。
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経済の特徴及び人々の生活とのかかわりを理解するこ
とを通して，故郷の変化と発展を感じ取り，故郷を愛
する感情を持つ６）」「我が国は数千年の歴史を持つ文
明の古い国であることを知り，世界文明に対する中華
民族の重大な貢献を感じ取り，民族の誇りと自信をも
つ７）」のように，郷土の自然環境と人文的環境を重視
して，郷土に対する帰属感，さらに祖国に対する愛情
を高めるためのような郷土（本国）意識が強い特徴が
読み取れる。全体的に見ると，歴史，地理，社会を有
機的に関連させ，社会的事象や現象を総合的に理解さ

せようとしているが，実は社会生活の理解よりも，そ
の中に含まれている道徳的認識や感情及び態度の形成
をより強調していることがうかがえる。
　では，各国の初等社会系教科教育課程は子どもの可
能な生活をどのように構築しているのか。以下は，歴
史学習を事例としてみることにする。
　まず，日本と中国を見ると，両国ともある場面の切
り返しで過去の出来事を語る様々な学習方法を用い
て，問題史学習を行っている。即ち，小学校段階の歴
史学習は，子どもの現在の生活経験から出発して，歴

表３　日本 ･韓国 ･中国における初等社会系教科の内容領域の比較

文部科学省「小学校学習指導要領（社会編）」平成20年（日本），中華人民共和国教育部「全日制義務教育品徳与社会課程標準
（実験稿）」2002年（中国），教育科学技術部告示第2009-10号【別冊７】「社会科教育課程」2009年（韓国），より筆者作成。（そ
れぞれの国の内容はすべて要約である）



日中韓における社会系教科教育課程の構造とその特質―初等カリキュラムの比較を通して―

― 49 ―

史的な背景をさかのぼって探求することを通して，歴
史認識を高めさせようとしている。例えば，小学校中
学年の内容を見ると，中国の場合，「郷土の移り変わ
りを感じ取り，郷土に対する愛情を芽生えさせる」「郷
土が輩出した優秀な人物を理解し，彼らに学ぶ」など
である。日本の場合，「古くから残る暮らしにかかわ
る道具，それらを使っていたころの暮らしの様子」「地
域の人々が受け継いできた文化財や年中行事」「地域
の発展に尽くした先人の具体的事例」などである。こ
こから，両国は，子どもの現実生活に対する認識，体
験，感受などを視点として歴史学習が行われているこ
とがうかがえる。
　また，小学校の高学年では，両国とも通史学習を重
視していることがわかる。中国の場合，「我が国は数
千年の歴史を持つ文明の古い国であることを知り，中
華民族の世界文明に対する重大な貢献を感じ取る（以
下省略）」「中国共産党の指導下で救国のために列強と
戦った事例及びその革命先人の事跡」を通して，中国
近現代史に関する学習を強調している。日本の場合，
我が国の歴史上の主な事象について，人物の働きや代
表的な文化遺産を中心として，時代の各側面を重視す
るような「時代史学習」の方法を取りながら，系統的
な通史学習を行っている。
　このように，両国ともに社会とそれにかかわる知識
を子どもの生活様子の中で詳しく述べることを通し
て，子どもたちが歴史に興味を持つように工夫してい
る。しかし，カリキュラムの内容から見ると，日本の
歴史学習に比べて，中国の場合はその内容が漠然とし
ていて取りとめがないように感じられるのが問題点で
あり，より具体化が必要であると考えられる。
　次に，韓国の場合，学年配当から見ると，歴史教育
強化の一環として，韓国史が第５学年の１学期と２学
期の１年間にわたって学習するようになっていること
がわかる。これは，学習期間を元（第７次教育課程）
の第６学年１学期にだけ学んだ学習期間を増やすこと
によって，歴史教育強化の要求を反映したといえよ
う。また，内容は歴史的な人物の活動を中心にした日
本と比べてみると，王朝の変化を単元名にし，通史と
しての内容を構成している。その単元名だけを見ても，
国史を中心とし，韓国史の大きな流れをとらえさせる
８）ことに特徴がある。具体的内容は，人物学習だけ
でなく，生活史と文化史の内容も重視し，過去の衣食
住の文化と文化財をもって，先祖の知恵と科学文化を
認識させ，子どもの生活とかかわる具体的な生活様子
をとらえようとしている。
　以上の比較から，３つの国の社会科は総合的教科の
性格を持っていることがわかる。しかし，中国の場合

は，「成長する私」「私と学校」などのような６つの主
題を主な手がかりとして，子どもの心理的資質，社会
生活，地理，歴史，道徳，法律，政治，経済，文化，
環境などの内容を統合的に提示した総合的教科である
のに対して，日本の場合は，教科目標の基に，様々な
社会機能と社会科学の知識を，公民（一般社会），地
理と歴史という３つの領域から構成された枠組みの中
で展開している，即ち，社会の諸領域を系統的に統合
させた総合的教科となっている。
　韓国の場合は，第３･ ４学年は地域学習以外，第５
学年は歴史領域のみ，第６学年が地理と一般社会領域
のみの構成によって，分科的な性格が強くなり，その
構造が歪んだものとなっている。つまり，統合教科の
形をとっているが，実は統合よりも分科的な性格が強
くなり，独立した「歴史」領域を除いた地理と一般社
会領域を統合した「社会」として構成される二次元的
な構造となっているといえよう。
　しかしながら，３つの国は内容編成において，社会
的事象や現象，社会生活と密接にかかわる自然環境な
どを対象として，統合化を図ろうとしている点は共通
していると考えられる。

２．社会科と道徳教育の関連の比較
　社会科と道徳教育との関連から見ると，日本の場合
は，昭和33年８月から「道徳の時間」が創設され以来，
道徳教育は社会科とともに，お互いに補完する関係を
続けてきている。つまり，社会認識を通して，社会的
事象や社会生活について探求し，その中で，共感や反
省，協力し合いなどを通して，道徳的な判断，態度と
行動を育成している。
　中国の場合は，表２の目標からもわかるように，道
徳教育と社会認識教育を統合させて，両者を一体化さ
せている。即ち，子どもの社会生活から出発し，子ど
もと密接に関わる社会環境，社会活動及び社会関係の
相互作用を通して，社会を認識させるとともに，良好
な行動習慣を育成し，基本的な道徳観念と価値観念及
び道徳的判断能力を形成していくようにしている。
　韓国の場合９），社会認識教育と道徳教育は相互連携
しながら市民性の育成をねらいとしている。しかし，
道徳科は道徳の形成を通して市民性の育成をめざして
いるのに対して，社会科は社会認識を通して市民性の
育成をねらいとしている。
　このように，３つの国は社会認識教育と道徳教育の
関連を明確に示しているが，中国では両者の融合とい
う方向をとりながら，「道徳」と「社会」の２つの領
域が統合され１つの教科の中で行われている。それに
対して，日本の場合は，両者の相互補完という方向を
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とっている。しかも，「道徳」は教科ではなく，特別
活動（学級活動，児童・生徒会活動，クラブ活動，学
校行事）と同じように「領域」として位置づけられて
いる。これらと異なって，韓国では日本のように両者
は相互関連しながら並行しているが，社会科と道徳科
のようにそれぞれ１つの独立した教科として位置づけ
られている。これは韓国独自の特徴であろう。
　表４で見られるように，道徳の全体的な内容は，３
つの国ともほぼ類似して，自分自身とのかかわり，他
人とのかかわり，国家 ･ 社会とのかかわり，自然との
かかわりという４つの領域から構成されている。
　また，道徳領域の自分自身 ･ 他人 ･ 国家 ･ 社会との

かかわりといったような内容を見ると，社会科の対象
である様々な面での社会生活と類似していることがわ
かる。例えば，日本の場合，国際社会に生きる平和で
民主的な国家 ･ 社会の形成者としての自覚を持ち，自
他の人格を尊重し，社会的義務や責任を重んじ，公正
に判断しようとする態度や能力などの公民的資質の基
礎を養うことは，主として集団や社会とのかかわりに
関する内容と密接なかかわりを持つものである。この
ことから考えると，日本と韓国の場合は，社会科と「道
徳」の内容が重複しており，これは社会科の役割を狭
めているといえよう。

表４　日本 ･韓国 ･中国における小学校 (３学年～６学年 )の道徳内容の比較

文部科学省「中学校学習指導要領解説（総則編）」平成20年（日本），中華人民共和国教育部「全日制義務教育品徳与社会課程
標準（実験稿）」2002年（中国），教育人的資源部告示第2007-79号「初等学校教育課程解説（Ⅲ）－国語，道徳，社会－」
2008年（韓国），より筆者作成。（それぞれの国の内容はすべて要約である）
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Ⅳ．日中韓の初等社会系教科の学習方法

　では，各国ではどのような学習方法で上記のような
目標を実現しようとしているのだろうか。以下では，
社会科カリキュラムの記述を中心に比較していく。
　まず，能力に関する目標から見ると，日本の社会科
は子どもたちの具体的な経験を通して，観察，分析，
資料の活用，調査，発表などの探求的な活動を行うこ
とを通して，探求能力を育成しようとしている10）。そ
のため，体験学習，探求学習，交流，討論などの様々
な学習活動を展開して，子どもの自主的学習を重視し
ている。また，実際の授業では，問題解決的な学習，
観察 ･ 調査や資料活用を通して必要な情報を入手し的
確に記録する学習，それらを比較 ･ 関連付け ･ 総合し
ながら再構成する学習，考えたことを自分の言葉でま
とめ伝え合うことによりお互いの考えを深めていく学
習など言語活動を行うこと11）が求められている。
　次に，韓国では，教授 ･ 学習方法において強調すべ
き点として，「思考力と意思決定力の伸長を強調し，
そのために子どもは様々な探求方法を活用して，探求
していく学習を志向する。したがって，発見学習，探
求学習，問題解決学習，価値分析学習，意思決定学習
など多様な学習方法を各領域の内容に応じて適切に行
わなければならない12）」と示している。
　最後に，中国では，「子どもたちの生活環境から出
発して，社会を観察し，体験し，感じ取るようにし，
活動の中で探求し，探求の中で問題を発見し，解決す
るような学習活動を通して，子どもの創造力と思考力，
実践力を高めていく13）」ことを重視している。
　以上から，３つの国は，子どもたちが調査や理解な
どの学習方法，体験学習や問題解決学習などの学習活
動を通して，自主的に学び，自主的に思考・判断する
ような能力を形成し，社会に関心を持ち，社会活動及
びその意義について多方面で思考するように工夫して
いる点においては共通していると考えられる。

Ⅴ．日中韓の社会系教科教育課程の特質

　本研究では，小学校に焦点を当てて，日本と中国及
び韓国の初等社会系教科教育課程の構造とその特質を
明らかにすることを目的とした。そのため，主に教科
構造，目標，内容，学習方法についての比較を行った。
　その結果を以下の４点にまとめることができる。
　第１に，社会系教科の構造から見ると，３つの国は
第１～２学年では「生活」，第３～６学年では「社会」
の系統として設置されている。しかし，日本と韓国の
場合，「生活」と「社会」は「道徳（韓国の場合は「正

しい生活」）と併置構造として設置されているのに対
して，中国の場合，「品徳（道徳）と社会」のように
融合された構造として設置されている。
　また，初等社会系教科教育課程の全体構造は，日本
の場合，各学年の目標と内容を明確に示している。中
国の場合，目標と内容は各学年の指定がない。しかし，
韓国の場合，各学年の目標は示されておらず，学習内
容のみ示されている。
　第２に，初等社会系教科教育課程の全体目標の構造
から見ると，３つの国は目標の多元化，総合化と均衡
化に向かって，知識 ･ 理解，態度（感情 ･ 価値観），
能力の統一的な育成を目指して，それぞれに関する目
標から構成されている。また，最終的には社会認識を
通して公民（市民）的資質を育成しようとしている。
しかし，大きな違いは見られないが，求められている
公民（市民）的資質の中身は，各国のシステムや意識
形態によって多少違いを見せている。
　また，目標の示し方からみると，中国の場合，「品徳」
と「社会」を一体化させ，感情・態度・価値観，能力，
知識という分類目標の形で示し，学年の目標は指定さ
れていない。また，感情 ･ 態度 ･ 価値観に関する目標
はより明確であるが，能力や学習方法に関する目標は
欠如している。韓国の場合，第３学年から第10学年に
わたっての総目標を示しており，各学年の目標は指定
されていない。それに対して，日本の場合，各学年の
目標をはっきり示しており，学習方法や技能に関する
目標は明確である。
　第３に，初等社会系教科教育課程の内容の構造から
見ると，まず，３つの国の社会科は歴史，地理，一般
社会領域の総合性を図る教科としての性格を持ってい
る。しかし，韓国の場合は，領域間の統合は弱められ，
学年によって分科的性格が強くなっている。日本の場
合も，小学校４年間にわたり地理領域と歴史領域の一
貫性が欠けている。このことから，日本と韓国では，
時間，空間，社会を有機的に統合させながらも社会認
識を追求する社会科の性格を弱めていると考えられる。
　それに対して，中国の場合，子どもの生活領域と社
会生活の諸要素を相互的な結合しながら，歴史，地理，
一般社会領域の統合を強調している。しかし，全体的
に見ると，社会生活の理解よりも，その中に含まれて
いる道徳的認識や感情及び態度をより強調している。
　次に，社会科と道徳教育との関連から見ると，日本
と韓国では両者の相互連携を図りながら市民性の育成
をねらいとしている。しかし，中国の場合は，両者を
統合して一体化させ，良好な行動習慣の形成と社会性
の発展をともに重視している。
　つまり，３つの国は社会認識教育と道徳教育との関
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係が明確に示されているが，教科の構造からみると，
中国では「融合」という形で，「道徳」と「社会」の
２つの領域が統合された１つの教科の中で行う。それ
に対して，日本では「相互補完」という形で，「道徳」
を領域としてとらえ，１つの教科と１つの領域との関
係で行う。しかし，韓国では「相互関連」という形で，

「道徳」を教科としてとらえ，それぞれ１つの独立し
た教科の中で行う。
　それ以外，道徳の全体的な内容は，３つの国ともほ
ぼ類似し，自分自身，他人，国家 ･ 社会，自然とのか
かわりという４つの領域から構成され，社会科の対象
である様々な面での社会生活と類似している。このこ
とから考えると，社会科と「道徳」が併置構造となっ
ている日本と韓国においては，内容の重複が多く，こ
れは社会科の役割を狭めるとうかがえる。
　第４に，学習方法から見ると，３つの国は社会生活
に関する観察，見学，調査などの学習方法を活用して，
自主的学習，問題解決学習，探求学習，発見学習など
の学習活動を行うことを重視している。しかし，その
学習方法の重点においては違いがある。日本では，問
題解決学習が重視されているのに対して，中国と韓国
では多様な探求学習を重視している。
　本研究で比較対象として取り上げたのは日中韓の初
等社会系教科教育課程のみである。しかし，カリキュ
ラムというのは，あくまでも意図レベルのものに過ぎ
ず，３つの国の初等教育における社会科の現状には必
ずしも一致しているとは限らない。そのため，中身を
より確認するためには３つの国で現在使用されている
教科書や行われている授業実践などについての比較的
分析も必要であると考えられる。そこで，今後は３つ
の国の実施レベル及び達成レベルのカリキュラムはど
うなっているのかに関する更なる研究を行うことを課
題として残したい。
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